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　４月２５日～２６日にかけて、熊本県で行われている
「第３８回全国都市緑化くまもとフェア　くまもと花と
みどりの博覧会」に広報委員４名で視察に行ってまい
りました。
　熊本フェアは、熊本城公園及び広場一帯で行われて
いる「街なかエリア」、水前寺江津湖公園一帯で行われ
ている「水辺エリア」、立田山で行われている「まち山
エリア」の３つのメイン会場で構成されています。
　フェアは熊本市全域で行われており、２日間ですべ
てを視察することは不可能なため、初日は「街なかエ
リア」２日目は「水辺エリア」を中心に視察すること
にしました。
　１日目は気温が２５度を超える汗ばむ陽気の中、熊本
城ホール～辛島公園～サンロード新市街～下道アーケ
ード～熊本城までの「街なかエリア」を、徒歩で視察
しました。サンロード新市街入口では、写真スポット
である巨大な立体花壇のくまモンが出迎えてくれまし
た。その後、アーケード内に設置された、全国の造園

技術の匠による華麗な技を駆使した作品を見て回り、
配置・見せ方・技術等に感心させられるばかりでした。
　その後、歩き疲れた私達は、昭和の雰囲気を醸し出
しているお洒落な喫茶店に入り、十分に休憩して英気
を養った後、熊本城を訪れました。報道では復興がか
なり進んでいるという認識でしたが、傷跡はいたると
ころに見受けられ、震災の大きさを感じました。また、
熊本城周辺に植えられていた樹木の大きさには目を見
張りました。特に幹周が５メートルはあろうかという
クスノキの巨大さに、歴史を感じさせられました。
　２日目は、朝から荒天の予報でしたが、午前中は天
気が持つとのことでしたので急いで「水辺エリア」内
の熊本市動植物園に向かいました。早い時間と言うこ
ともあり、貸し切り状態で鑑賞することができました。
そこには高低差を活かした奥行きのある広大な大花壇
があり、視察時には“火の国くまもと”を表す赤系の
花が植えられていました。フェア後半には“くまもと
の美しい水”を思わせる青系の花へとイメージチェン
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ジするとのことでした。企業・団体等の出展庭園や、
高校生が出展した庭園・全国デザインコンクール受賞
庭園をじっくりと視察し、動物と植物の混合展示で動
物が生息する森を再現した大温室を見て回り、熊本市
動植物園を後にしました。
　その後、シャトルバスで水辺エリア内にある国の名
勝・史跡に指定されている肥後細川家ゆかりの日本庭
園の水前寺成趣園に向かいました。参道の竹灯篭のオ
ブジェを視察している最中に雨が降り出したため、庭
園内に入りませんでしたが、また晴天時に訪れ庭園内
を散策し、夜間に幻想的であろう参道の竹あかりを体
験したいと思いました。
　雨は３１㎜/hと猛烈であったため、急いで路面電車に
乗り、バスターミナルに向かいました。熊本で春の嵐
を味わい、九州の雨のすごさを実感しながら帰路につ
きました。
　市内全域が、熊本の緑や水、歴史・文化を象徴する

メイン会場となっており、フェアを見て回ることで熊
本の魅力を堪能できる素晴らしいフェアだと思いまし
た。

（海瀬大五郎）
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　 5 月31日～ 6 月 1 日にかけて、宮城県で行われてい
る「第40回全国都市緑化仙台フェア　未来の杜せんだ
い2023」に広報委員 3 名で視察に行ってまいりました。
　仙台城跡地と隣接する青葉山や広瀬川に囲まれた仙
台を象徴するエリアがメイン会場で、その会場中心に
視察を行いました。
　当日は天気が良く、少しひんやりとした風が吹き抜
ける過ごしやすい中で、視察を行うことができました。
　メイン会場は、仙台の伝統的な屋敷林「居久根（イ
グネ）」の知恵を取り入れた 5 つのテーマガーデンか
らなる「杜のリビングガーデン」や、約6,700㎡の敷
地を彩る大花壇「はなばた飾り」、出店花壇・庭園な
どで構成されています。
　大花壇は、「はなばた飾り」という名前の通り、仙
台七夕まつりの吹き流しや伊達家の水玉模様陣羽織を
モチーフとしており、仙台城跡地の高台から見る、約

200品種・12万株の花苗による大花壇は圧巻でした。
　出店花壇・庭園では、造園団体・企業の匠の技が光
る庭園や、宮城県内の造園を学ぶ学生らによる、フレ
ッシュな感性で作られた花壇や庭園をじっくりと見て
回りました。
　また、仙台駅ペデストリアンデッキ・定禅寺通・青
葉通・宮城野通等で構成されている街中エリア会場で
は、地元の小中学生と市民の方が花を植えたウエルカ
ムガーデン・花のモニュメント・フラワープランター
が設置されており、たくさんの花が咲き誇っていて見
事でした。
　また、仙台の街並みは、電線等が地下に埋設されて
いるすっきりとした広い空間になっており、立派な樹
形の街路樹に感嘆してしまいました。
　他にも西公園南川地区・広瀬川地区会場には、フォ
レストアドベンチャーと銘打った公園の樹木を利用し

2023年5月31日～6月1日まで開催されました
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たアスレチック、海岸に面した東部エリア会場には、
馬術場や震災遺構仙台市立荒浜小学校せんだい3.11メ
モリアル交流館等がありましたが、今回は日程の都合
上訪れることができませんでした。
　さらに、各会場では、 6 月18日迄の開催期間中に熱
気球体験や仙台ストリート音楽祭、MONKEYMAJIK
アコースティックライブなどが開催されるとの事でし
た。
　休憩時間に、大花壇や庭園に囲まれた中、涼しく気
持ちいい風を浴びながら旨いアイスコーヒーを飲み、
日々の喧騒を忘れリフレッシュ出来ました。

（広報委員　海瀬大五郎）
リサイクルベンチ

企業出展 はなばた飾り
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